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中緯度偏 西風帯の 圏界面付近で は ､ トラフ が深まりそ の切離先端がされ て孤立 した低

気圧 ( 上層寒冷低気圧 : U p p e r C ol d L o w 以下 UCL) がしぼしば形 成され る o この UCL

はしばしば台風生成を促すよう に働く こ とが指摘され て い る . 本論文で は ､ 夏季北太平

洋で 形成するUCL の 切離から衰弱まで を通 して熱帯対流活動との 関係に荘目し ､ デ
ー

タ

解析や数値シ ミ ュ レ ー

シ ョ ンの 手法を用 い て対流雲が口CL に与える影響やUCL と対流雲

とが関連 した シス テムの構造 を明らか に した｡

本論文は 7 章か ら構成され る ｡ 導入 部の 第1 章で は､ 先行研究 を紹介して研究の 目的

を述べ て い る ｡ 口CL の 南東側で熱帯の 対流活動が活発とな る現象がしばしば見 られ る こ

とが よく知 られ てお り､ 台風尭生に おい て も 口CL の重要性が示唆され て い る ことを示 し

た ｡ そ して ､ それ にもかかわ らず現実大気の 口Cl と対流活動が関連した構造に つ い て の

力学的､ 熱力学的な解釈が十分たな され て い な い点が指摘された ｡ 第 2 章は ､ 使用 した

デ ー タとモ デルの 設定に つ い て の解説に 当て られて い る ｡

第 3 章で は ､ 口CL の 切離過程 に対流雲が果たす役割が論じられ て い る ｡ まず 22 年間

の統計解析か ら ､ 対流活動が活発な西太平洋では 4 割以上 の 口CL が切離時に対流を伴う

こと を示 した o 次に
､ 事例解析お よび数値シ ミ ュ レ ー シ ョ ン解析の 結果､ 対流雲を伴う

切離過程で は ､ 対流に伴うJ = 層の発散が渦 度の減少を通 じて 切離を促して い ること を示

した ｡

第 4 章で は
､ 切離後の UCL と対流雲 とが形 成するシ ス テム に つ い て 論 じられ て い る o

統計解析か らは ､ 西太平洋で は切離後の構造に対流雲 を伴う口CL は 8 割弱存在する こ と

を示 した ｡ さら に事例解析 ､ 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
､ 渦位イ ンバ ー ジ ョ ン解析､ エ ネル

ギ ー

収支解析により ､ U CL と対流雲との 相互作用 のメ カ ニ ズム を解明した c 即ちUC いこ

伴う南風が 口CL の東側で 下層まで達する こ とに より ､ この 南風 と太平洋高気圧南西線の

南風 に よ っ て ､ 下層の 高相当温位空気と対流雲が南から移流され , 対流雲の 内部で 暖気

核と上昇流､ U C L の 内部で寒気核と下降流とな っ て い た. こ の 構造に対応して 対流雲域

で は上昇流に伴う下層の 収束によ っ て 渦度が強化され ､ U CL 内部で は下 降流に伴う上層

の収束 によ っ て渦度が強化され て い た ｡ この ように口CL と対流雲が相互作用する こ とに



よ っ て 両者が強めあい
, この構造が作られ て い る こ とが示 された ｡

第 5 章で は ､ U CL の 衰弱過程に対流雲が果たす役割につ い て論 じられ て い る ｡ 衰弱過

程で は､ 対流を伴うUCL は西太平洋に多く存在し, U C L の 内部に対流雲が存在して 衰弱

する も の と中緯度偏西風帯 の トラフ に 合流する もの とが同程度の頻度で あ っ た ｡ その 機

構 に つ い て は
､ 対流雲の 生成に伴う潜熱加熱によ っ て ロCL に伴う対流圏上層の 寒気核が

衰弱して UCL の衰弱を早吟る とい う重要な 役割を果た して い る ことがわか っ た Q

一

方､

対流を伴わな い UC L は東太平洋に多く存在してお り､ ヰ部太平洋トラフ の中に合流する

ものが多か っ た ｡

第 6 章で は ､ 口CL と対流雲が 関連した現象の 例として ､ 太平洋熱帯域夏季に おい て対

流活動帯が急激に北上する ｢対流ジャ ンプ｣ の構造に つ い て解析した ｡ その 結果, 対流

ジ ャ ン プの典型年には必ず対流活発域の 北西側 に上層の 高渦位が見られ ､ 4 章で 論じた

｢U CL と対流雲が関連した シス テム｣ と類似した機構が働 い て い る こ とが示唆され た o

最後の 第 7 章で は全体の まとめと今後の 展望を述べ て い る ｡

以上の よう に
､ 本論文は ､ 夏季北太平洋で発生するUCL の切離か ら衰弱 まで の 過程に

お い て ､ 特に対流雲との 関係性に注目して UCL の 出現頻度の 分布を示 し
､
UC L の切離と

衰弱にお ける 対流雲の 役割を示した . 特 に ､ UC L の南東側で対流活動が活発とな る現象

に つ い て , 事例およびコ ンポジ ッ ト解析､ 渦位イ ンバ ー ジ ョ ン解析､ 数値シ ミ ュ レ ー

シ

ョ ン実験 を駆使して 詳細に解析し ､ U C L や対流雲が果たす役割および両者が相互作用 し

て 形 成する シス テム の構造 とメ カ ニ ズム を初めて 明 らか に した 点は重要で ある ｡ 従来

口CL は台風生成を促す効果 を経っ こ とが指摘されて い るが ､
これ まで の 研究で は台風 生

成 にお ける上層の渦位の 役割 につ い て 定量的に明らか にされ て いな い o 本論文はUCL と

対流雲 との相互作用関係に つ い て多角的な方向か ら定量的にメ カ ニ ズ ム を調 べ る こ と

に成功して おり.､ 今後台風生成等の 実際の顕著な現象にお ける¶CL との相互作用 を明 ら

か にするた め の大変重要なス テ ッ プを築い たとい える ｡

なお ､ 第 3 章と第 5 章の結果の
一

部は ､ 指導教員で ある 高橋正 明氏との 共著論文とし

て J
_
o u r n al o f til e M e t e o r o l o gi c al S o c i e ty o f J a p a n に発表され てお り ､ 第 4 章の 結

果 ､ お よび第6 章の 結果は同 じくそ れぞれ投稿予定で あるが ,
い ずれ も論文提出者が主

体 とな っ て デ ー タ解析 ･ 数値実験及 びそ の結果の解析等 を行な っ た もの で あり , 論文提

出者の 寄与が十分で ある と判蛎され る .

従 っ て ､ 博士 ( 理学) の 学位 を授与で き る と認める ｡




